
平成１３年５月２９日

バングラデシュの「ポリオ撲滅計画」のためのユニセフ

に対する無償資金協力について

１．わが国政府は、バングラデシュ人民共和国における「ポリオ撲滅計画（the

project for the Eradication of Poliomyelitis）」の実施に資することを目的

として、国際連合児童基金（ユニセフ）に対し、９億５，５００万円を限度とす

る額の無償資金協力を行うこととし、このための書簡の交換が、５月２９日

（火）、ダッカにおいて、わが方小林二郎在バングラデシュ大使と先方シャヒー

ダ・アズファー在バングラデシュ・ユニセフ事務所代表（Ms. Shahida Azfar,

Representative of the UNICEF office in Bangladesh）との間で行われた。

２．バングラデシュ政府は、世界保健機構（ＷＨＯ）が提唱したポリオ撲滅計画に

呼応して、１９９５年より、わが国、ＷＨＯ、ユニセフ、ＵＳＡＩＤ（米国国際

開発庁）等の協力を得て、ポリオ・ワクチンの全国一斉投与（ＮＩＤ）を実施し

てきており、ポリオの発生件数は減少してきている。南アジア地域におけるポリ

オ撲滅は各国の努力および各援助国・機関の協力により最終段階にあるものの、

地域全体のポリオ撲滅宣言には数年間のフォーローアップのため、ワクチンの継

続投与が必要であるとされている。

このような状況のもと、バングラデシュ政府およびユニセフは、「ポリオ撲滅

計画」を策定し、この計画のために５歳以下の乳幼児を対象とするＮＩＤ実施に

必要なポリオ・ワクチンを調達するための資金について、わが国政府に対し無償

資金協力を要請してきたものである。なお、同政府はＮＩＤの実施体制強化のた

め、従来からの保健所、学校等におけるポリオ・ワクチンの投与に加え、保健婦

およびボランティアが各家庭を巡回してワクチン未投与の乳幼児に対しワクチン

を投与する体制を強化している。

３．この計画の実施により、バングラデシュの約２，２００万人の乳幼児がポリオ

から救われることが期待される。


